
愛知県立名古屋工科高等学校 

感 染 症 報 告 書 

 

学校保健安全法にもとづく感染症に罹患した場合は出席停止となりますので、主治医の指示のもと、御家

庭で下記の感染症報告書を御記入いただき、御提出くださいますようお願い致します。 

なお、病院を受診する際は、主治医に出席停止の期間を御確認いただき、その期間を必ず守るようお願い

致します。 

 

◎この用紙は、本校ホームページからもダウンロードできます。 

 

    年    組    番 氏名                            
 

診 断 名  

受 診 日 年    月    日（    ） 

出 席 停 止 期 間 年    月    日（    ）～     年    月    日（    ） 

早 退 の 有 無 欠席する前日、早退しましたか  →  早退あり（    月     日）  ・  早退なし 

医 療 機 関 名  

保 護 者 名                                 

 

＊提出期限：登校再開した日から 2週間以内 
 
 
 
 

【参考 主な感染症の出席停止基準】 

インフルエンザ 発症した後５日を経過し、かつ、解熱した後２日を経過するまで 

ただし、病状により学校医 

その他の医師において感 

染のおそれがないと認め 

たときは、この限りでない 

百日咳 
特有の咳が消失するまで又は５日間の適正な抗菌性物質製剤 

による治療が終了するまで 

麻しん（はしか） 解熱した後３日を経過するまで 

流行性耳下腺 

（おたふくかぜ） 

耳下腺、顎下腺又は舌下腺の腫脹が発現した後５日を経過し、 

かつ、全身状態が良好になるまで 

風しん 発しんが消失するまで 

水痘（みずぼうそう） すべての発しんが痂皮化するまで 

咽頭結膜熱 主要症状が消退した後２日を経過するまで 

新型コロナウイルス感染症 発症した後５日を経過し、かつ、症状が軽快した後１日を経過するまで 

結核・髄膜炎菌性髄膜炎 

第３種の感染症 
病状により学校医その他の医師において感染のおそれがないと認めるまで 

その他の感染症 

（感染性胃腸炎・マイコ 

プラズマ感染症・ 

溶連菌感染症など） 

病状により学校医その他の医師において 

感染のおそれがないと認めるまで 

学校で通常みられないような重大な流行が起こ

った場合に、感染拡大を防ぐために必要があると

きに限り、学校医の意見を聞き、校長が第３種の

感染症として緊急的に措置をとることができる 
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